
京都女子大学データサイエンス研究所
令和5年度事業報告

令和 6年 12月
京都女子大学データサイエンス研究所



目次

概要 1

1 企業・自治体との連携 2

2 データサイエンスブレイクスルー事業 4

2.1 第 1回データサイエンス統計領域シンポジウム . . . . . . . . . . . . . . . 4
2.2 第 1回データサイエンス情報領域シンポジウム . . . . . . . . . . . . . . . 6

3 データサイエンス実践教育・研究の推進事業 9

3.1 ダッソー・システムズ株式会社との連携事業 . . . . . . . . . . . . . . . . 9
3.2 2023年度スポーツデータサイエンスコンペティション . . . . . . . . . . . 11

4 データサイエンスカフェ事業 13

4.1 IT業界キャリアデザイン入門 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

5 データサイエンス学部・研究所開設記念シンポジウム 16

6 その他の活動 19

6.1 アドバイザー会議 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

付録
第 1回データサイエンス統計領域シンポジウム講演論文集



概要
データサイエンス研究所は，女子大学初となるデータサイエンス学部の開設に先立ち，
京都女子大学の建学の精神に則り，本学のデータサイエンスに関する物的・人的・知的資
源を活用して，行政・産業界・教育機関と連携し，データサイエンスによる社会の課題解
決およびイノベーション創出に貢献することを目的として，令和 4 年 4 月に開設されま
した．
データサイエンス研究所では 2つの目標を掲げており，一つ目は，データサイエンス分
野に多様性の展開を図ることであり，女子大学の特性を生かしたジェンダーや価値観，ラ
イフスタイルなどに新たな方向性を導くとともにデータサイエンスの文系分野への拡充を
目指すものです．二つ目は，産業界，メディア，政策担当者など様々なステークホルダー
と連携しデータサイエンスのブレークスルーを推進し，先端的な研究の進化と体系化およ
びデータサイエンス・AIを駆使してイノベーションを創出できる人材の育成を目指して
います．
令和 5年度は，4月にデータサイエンス学部が新たに開設し，研究所の構成員として学
部教員が兼担研究員として加わり，2月にはデータサイエンス学部・研究所開設記念シン
ポジウムを開催しました．本研究所の令和 5年度事業として，「研究所・センター提案型
プロジェクト」への申請，「統計エキスパート人材育成プログラム」への参加を行い，企
業・自治体との連携活動，社会ソリューション分野・統計分野・情報分野の 3つの分野ご
とにセミナー・シンポジウムの開催，学会への学生参加の支援，データサイエンスカフェ
（DS Caf�e）の整備などの事業を行いました．その他，研究所にアドバイザー制度を導入
し，5名の先生方をお迎えしてアドバイザー会議を開催しました．本報告書では，これら
データサイエンス研究所令和 5年度事業について報告します．
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1 企業・自治体との連携
データサイエンス研究所では，データサイエンスによる社会の課題解決およびイノベー
ション創出に貢献することを目的に本学のデータサイエンスに関する物的・人的・知的資
源を活用して，行政・企業・教育機関との連携を行っています．データサイエンス研究
所・データサイエンス学部開設に伴い，本学でも企業・自治体とのデータサイエンス分野
での連携協定を締結しています．令和 5年度末までに下記の 15の企業と連携協定の締結
を行っています．

1. 日新電機株式会社【2021/2/1】

2. 株式会社 SCREENホールディングス【2021/8/18】

3. 京都市【2022/3/28】

4. オムロンヘルスケア株式会社【2022/3/28】

5. 京都薬科大学【2022/6/16】

6. 西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）【2022/10/31】

7. 京都府【2022/11/16】

8. NEC ネッツエスアイ株式会社【2022/12/13】

9. 株式会社リンクレア【2023/4/1】

10. ダッソー・システムズ株式会社【2023/9/5】

11. ダイハツ工業株式会社【2023/10/2】

12. 株式会社ナイトレイ【2023/10/2】

13. エイツーヘルスケア株式会社【2023/10/2】

14. 株式会社インテージホールディングス【2023/11/22】

15. 西宮市【2023/12/21】

これら企業には，データサイエンス学部の講義として本学でのご講演，学生らの現場見
学として企業・庁舎の見学等を実施させていただくなど，本学の教育活動にご協力いた
だきました．令和 5 年度に連携活動を実施した企業からは，本学への入学を志望する中
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高生に向けてデータサイエンスの活用分野を広く知らせるためロゴマークをご提供いた
だき，データサイエンス学部の webページ（https://www.kyoto-wu.ac.jp/gakubu/

faculty/data/renkei.html ）にて公開しています．本学と連携協定を締結していない
企業で令和 5年度末までにロゴマークを提供いただいた企業は次のとおりです．

1. 京都市産業技術研究所

2. 株式会社 JTB

3. 京セラ株式会社

4. 塩野義製薬株式会社

5. 西日本電信電話株式会社（NTT西日本）

6. 中外製薬株式会社

上記の企業・自治体以外にも来年度以降の連携に向けた打ち合わせなどを随時実施してお
り，データサイエンス研究所・データサイエンス学部を中心に京都女子大学でのデータサ
イエンス教育を今後も推進していきます．

3



2 データサイエンスブレイクスルー事業
データサイエンス研究所に所属する研究員は，(1) 数理統計分野（ヘルスサイエンス，
データアナリシス等），(2)情報分野（AI・機械学習等），(3)社会ソリューション分野（地
域連携，マーケティング等）のいずれか（または複数）の分野で研究を行っています．デー
タサイエンス研究所は今年度より「研究所・センター提案型プロジェクト」に申請し，本
プロジェクトの一環として，ステークホルダーと連携したデータサイエンスブレイクス
ルー推進事業を実施しました．
この事業では，本研究所の強みを生かした分野研究において，先端的な研究の進化と
体系化を推し進めるとともにデータサイエンス・AIを駆使したイノベーションの創出を
目的とし，企業・自治体・外部研究機関との連携や共同研究を進めています．また，各グ
ループ内での研究成果を広く公表するため，研究所所属の教員およびその関係者が参加す
る研究集会やシンポジウムを開催しています．
令和 5年度では，数理統計分野・情報分野のグループにおいてシンポジウムを開催しま
した．ここでは，各分野のグループで実施されたシンポジウムについて報告します．

2.1 第 1回データサイエンス統計領域シンポジウム
データサイエンス研究所統計分野のグループでは，今年度「統計エキスパート人材育成
プログラム」への参加を行っていることもあり，統計分野において現在も活躍されている
研究者の先生方をお招きし最新の研究成果について講演をいただくため，第 1回データサ
イエンス統計領域シンポジウムを下記の日程で開催しました．

日時：令和 5年 12月 16日（土）9:30 ～ 17:00

場所：本学 E校舎 E005教室

本シンポジウムでは，全部で 3つのセッションを行い，計 12件の講演が行われました．
各講演では，多様な分野での統計理論の活用事例などが報告され活発な議論が行われまし
た．招待セッション Iでは，主にスポーツデータの分析からヘルスデータの分析について
講演が行われました．特別企画セッション「データサイエンスと統計」では，統計関連の
レジェンドと呼ばれる先生方をお招きし，先生方が活躍されている分野について示唆に富
む総合報告をしていただきました．招待セッション IIでは，因果推論や空間統計に関す
る講演が行われました．本シンポジウムには，データサイエンス学部の学生も参加し，大
いに刺激を受けていました．
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当日のプログラムは次の通りです．

招待セッション I 座長：足立浩平（大阪大学）

大学スポーツ観戦調査とその分析
横山暁（青山学院大学）

測定技術の進化とデータサイエンス～野球を中心として～
小泉和之（順天堂大学）

卓球におけるデータサイエンスの活用とゼロ変形交差一般化幾何分布による打
球回数のモデリング

酒折文武（中央大学）

ヘルスデータサイエンスの現状と取り組み
冨田誠（横浜市立大学）

医療リアルワールドデータを用いた薬剤耐性対策における臨床疫学・薬剤疫学
研究と今後の薬学教育への展開

村木優一（京都薬科大学）

特別企画セッション「データサイエンスと統計」　座長：栗原考次（京都女子大学）

臨床試験を哲学する
手良向聡（京都府立医科大学）

長崎大学 情報データ科学部のあゆみとこれから
西井龍映（長崎大学）

データサイエンスにおける時空間統計科学の役割
矢島美寛（東京大学）

データサイエンスと医学統計学 ～統計的因果推論の視点から
岩崎学（順天堂大学・統計数理研究所）

招待セッション II 座長：阿部貴行（京都女子大学）

統計的因果推論の考え方と確率的介入に基づく因果効果
山本倫生（大阪大学）
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エシェロン解析法：最近の展開と応用事例
石岡文生（岡山大学）

Covid-19 新規感染者数のデータ収集と可視化
山本義郎（東海大学）

開会式の様子

2.2 第 1回データサイエンス情報領域シンポジウム
データサイエンス研究所情報分野のグループでは，情報学分野で活躍されている 3名の
先生方をお招きして第 1回データサイエンス情報領域シンポジウム「情報学のダイバーシ
ティ AI・ロボット・宇宙」を下記の日程で開催しました．

日時：令和 6年 2月 17日（土）13:00 ～ 17:00

場所：本学 E校舎 E005教室

シンポジウムでは，3 名の先生から，サービスロボット，ネットワークダイナミクス，
天体シミュレーションに関する講演が行われました．積極的に議論に参加し，研究に対す
る深い洞察を共有しあうなど，シンポジウム全体で活発な知識交流が行われ，様々な学問
領域に関して活発な議論が行われました．データサイエンス学部の学生も参加し，大いに
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刺激を受けていました．
当日のプログラムは次の通りです．

サービスロボティクスの実用化に向けたフロンティアと課題
エル ハフィ ロトフィ（立命館大学）

ネットワーク系の非線形ダイナミクスとコンピューティング
鈴木 秀幸 (大阪大学)

コンピュータシミュレーションで探る宇宙の構造と起源
小久保 英一郎 (国立天文台)

開会式の様子
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京都女子大学 

「情報学のダイバーシティ AI・ロボット・宇宙」

開催日：2024年2月17日(土)
場所：京都女子大学 E校舎
時間：13:00～17:00
         (12:30受付開始)

※ Bing Image Creatorにより作成

       情報学はデータサイエンスの主要な領域であり、その対象分野は多様です。このシンポジウムでは、
計算、ロボット、天文学など様々な情報学の分野において第一線でご活躍されている講師陣を迎え、最新
の研究成果についてご講演いただきます。皆様のふるってのご参加をお待ちしています。

「サービスロボティクスの実用化に向けた
フロンティアと課題」

「ネットワーク系の非線形ダイナミクス
とコンピューティング」

「コンピュータシミュレーションで探る
宇宙の構造と起源」

お申し込み方法：

参加費：無料  
専用フォームからお申し込み下さい 

https://forms.office.com/r/Y59CSf3BiF

データサイエンス学部
データサイエンス研究所

講師：エル ハフィ ロトフィ 先生
(立命館大学)

講師：鈴木 秀幸 先生
(大阪大学)

講師：小久保 英一郎 先生
(国立天文台)

第1回 データサイエンス
情報領域シンポジウム

第 1回データサイエンス情報領域シンポジウムのポスター
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3 データサイエンス実践教育・研究の推進事業
データサイエンス関連の学会や企業・自治体などが主催するコンペティションやハッカ
ソンなどの様々な企画に本学の学生の参加を促し，活動の支援を行うためのデータサイエ
ンス実践教育・研究の推進事業を実施しています．令和 5年度は，本学と連携協定を締結
しているダッソー・システムズ株式会社との共同事業として，令和 5年度総務省地域デジ
タル基盤活用推進事業「スマート道路灯実証事業」に参画し，データサイエンス学部の学
生を対象としたワークショップを本学にて開催し，実証実験が行われている静岡県裾野市
にてワークショップの成果についてプレゼンテーションを行うため有志学生の派遣を行い
ました．また，令和 6年 1月 6日から 7日まで中央大学後楽園キャンパスにて日本統計
学会が開催した 2023年度スポーツデータサイエンスコンペティションに有志の学生 5名
の参加を支援しました．ここでは，ダッソー・システムズ株式会社との連携事業と 2023
年度スポーツデータコンペティションへの参加について報告します．

3.1 ダッソー・システムズ株式会社との連携事業
本学と令和 5年度に連携協定を締結したダッソー・システムズ株式会社との連携事業と
してデータサイエンス学部と協力し，令和 5 年度総務省地域デジタル基盤活用推進事業
「スマート道路灯実証事業」に参画しました．本事業は，NTTコミュニケーションズ株式
会社を代表とし，ダッソー・システムズ株式会社を含む複数の企業が参画して、裾野市で
スマート道路灯の実証実験を行っています．

ワークショップの実施
ダッソー・システムズ株式会社の連携事業として，データサイエンス学部 1回生を対象
とした「スマート道路灯実証事業」に関するワークショップを次の日程にて開催しました．

日時：令和 5年 12月 12日（火）14:30 ～ 17:15

場所：本学 図書館

参加者：学生 54名，企業 9名

ワークショップでは，参加者を学生 7～8名と企業の社員 1名で構成される 8グループに
分け，スマート道路灯の活用法・発展性などに関するブレーンストーミングを行い，得ら
れたアイデアを整理しました．アイデア出しの作業は各 30分の 3つのセッションに分け
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て行われました．

セッション テーマ
1st セッション スマート道路灯で何を表示し，伝え，どんな効果を期待するか．
2nd セッション スマート道路灯でどんな情報やデータを集め，どんなことに活

かすか．
3rd セッション スマート道路灯をどのようなヒト・モノ・コトと組み合わせる

と，より活用できるか．どんな新しい使い方があるか．

各セッション 30分と短い時間で実施されましたが，非常に多くのアイデアが提示され
ました．主なアイデアとしては，AIセンサーやクラウドサービス，情報通信インフラに
接続して緊急度の高い災害対策や犯罪防止に注目したもの，利用者の性別・年齢などの情
報を収集し，ビジネスや観光産業に活用するもの，学生らしいアイデアも多数提示され，
社会人ではなかなか気づかない視点から斬新なアイデアとの評価もいただきました．本
ワークショップは，実証実験が行われているスマート道路灯について具体的なサービスへ
とブラッシュアップしていく取り組みへと繋がる有意義なものとなりました．

静岡県裾野市役所でのプレゼンテーション
ワークショップでグループごとに提示されたアイデアについて，ワークショップ参加者
からさらに希望者を募集し，静岡県裾野市役所にてプレゼンテーションを行うため学生の
派遣を行いました．プレゼンテーションは次の日程で実施されました．

日時：令和 6年 2月 1日（木）15:00 ～ 16:00

場所：静岡県裾野市役所

参加者：学生 18名

プレゼンテーション発表に際し，グループごとに約 5分程度のプレゼンテーションを実
施しました．各グループの発表では，スマート道路灯の路面に文字や画像を表示する機能
とローカル 5Gを生かし，交通事故の防止・道路の渋滞の解消といった交通課題の解決，
災害時の情報収集や避難所への案内，動機検知センサーによる不審者の検知といった防犯
対策など，さまざまな活用案が示されました．また，裾野市内で開催されるイベントでの
スポンサー表示，猪や鹿といった害獣による被害への対策などユニークなアイデアも提案
されました．発表終了後には，裾野市の村田はるかぜ市長より，学生による柔軟なアイデ
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アを高く評価していただき，本活動を通じて身に着けた AIなどに関する知識と問題解決
を行う能力について引き続き伸ばしてほしいと，学生に対する激励の言葉をいただきま
した．
当日の会場には，市役所職員の皆様，スマート道路灯実証事業に参画する企業の皆様，
地元メディアの記者の皆様が出席されており，学生らの発表の様子は静岡新聞をはじめ複
数のメディアにて取り上げられました．

3.2 2023年度スポーツデータサイエンスコンペティション
令和 6 年 1 月 6 日～7 日に中央大学後楽園キャンパスにて日本統計学会が開催する

「2023 年度スポーツデータサイエンスコンペティション」インフォグラフィック部門に
データサイエンス学部 1回生の有志の学生 5名が参加しました．学生らは，2020年度か
ら 2022年度までの 3年間の日本プロ野球の各選手のデータのうち，特に身長と体重に着
目し BMIを算出，「BMI25未満」，「BMI25以上 30未満」，「BMI30以上」の 3つの層で
の層別分析を行い，それぞれの層で打者や投手の特徴を比較しました．学生らは，分析結
果についてまとめたポスターを作成し，コンペティションの期間中，常時オンライン上に
て公開されました．
参加した学生らは，会場やオンライン上で行われた口頭発表やポスター発表にも参加
し，スポーツデータのクリーニング法や解析方法などについて深く学びました．口頭発表
やインフォグラフィック部門以外のポスター発表では，データサイエンス学部の講義等で
学んだ手法も頻繁に登場しており，学生らも興味をもって学んでいる様子でした．会場で
は学外の研究者や大学院生と積極的に議論を行い学術的な交流も図られました．
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学生らが作成したポスター：黒塗り部分は学生氏名
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4 データサイエンスカフェ事業
データサイエンス研究所では，データサイエンスに関するソーシャルラーニングスペー
スとしてデータサイエンスカフェ（DS Caf�e）を設置し，その整備を行うためデータサイ
エンスカフェ事業を行っています．具体的には，本研究所のデータサイエンスの拠点化と
いう目標に向けて，より充実したものとするため，(1)資格取得（統計検定など）の勉強
会，(2)外部から講師を迎えた定期的なセミナー，(3)関係者との交流会のようなイベント
を学生有志の協力のもと企画・開催しています．また，データサイエンスの拠点化を目指
すにあたり，裾野広げることも重要であるため，(4)データサイエンスに関する啓発活動
のためのイベントの開催を実施し，中高生をはじめとして，データサイエンスの理解を広
める活動の実施を目指しています．
令和 5年度は，DS Caf�eの運用開始にあたり学生と教員の交流が可能なソーシャルラー
ニングスペースとしての整備を行いました．主には統計分野，情報分野，社会ソリュー
ション分野のグループから教員が数名分担し，学生らが講義内容の質問や勉強方法の相談
などが可能な時間を設けました．前期は主に水曜日，後期は主に火曜日に実施しました．

(2)に示した外部からの講師によるセミナーとして，社会ソリューション分野のグルー
プによって本学と連携協定を締結している株式会社リンクレアの協力のもと，全 3 回の
IT業界のキャリアデザイン入門を実施しました．ここでは，株式会社リンクレアのミニ
講義について報告します．

4.1 IT 業界キャリアデザイン入門
データサイエンス研究所の社会ソリューション分野のグループと株式会社リンクレアの
協力のもとで，データサイエンス学部 1回生を対象とした「IT業界キャリアデザイン入
門」を全 3回のミニ講義を本学にて実施しました．
本講義では，株式会社リンクレアで現在活躍中の社員の皆様を講師としてお招きして，
仕事に関するリアルなお話をしていただき，IT業界および IT企業で働くという事につい
て学生へ向けてご講演いただきました．データサイエンス分野での女性人材として，実際
のロールモデルである女性社員の皆様の話を聞くことで学生らも自身の将来のキャリア像
についてイメージをすることができました．講義後には，講師と若手社員の皆様との懇談
会も実施していただき，学生らも和やかな雰囲気の中でコミュニケーションを取ることが
できました．
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各講義の概要は次の通りです．

第 1回：IT業界，IT企業のリアル
日時：令和 5年 10月 25日（水）14:45 ～ 16:15

場所：本学 E校舎 E101教室

講師：吉沢 均（株式会社リンクレア 代表取締役社長），森高 寛子

参加者：40名

第 2回：システムエンジニア（SE）の仕事
日時：令和 5年 11月 15日（水）14:45 ～ 16:15

場所：本学 E校舎 E101教室

講師：長岡 牧子，馬谷 幸恵

参加者：40名

第 3回：ITコンサルタントの仕事
日時：令和 5年 12月 6日（水）14:45 ～ 16:15

場所：本学 E校舎 E101教室

講師：樋口 潤子，今井 佑

参加者：7名
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データサイエンス学部生向け

《ＩＴ業界》

キャリアデザイン
入門＜全3回＞

第１回 ＩＴ業界、ＩＴ企業のリアル

２０２３年１０月２５日（水）１４：４５～１６：１５ E１０１教室

＜講師＞吉澤 均（株式会社リンクレア 代表取締役社長）、森高 寛子(経営企画室、1996年入社)

＜内容＞IT業界が社会をどのように支えているか、変えているのか。IT企業が担う社会の中の役割、

仕事内容について。企業内の各部署がどのような仕事をしているのか。

第２回 システムエンジニア（ＳＥ）の仕事

２０２３年１１月１５日（水）１４：４５～１６：１５ E１０１教室

＜講師＞長岡 牧子(SE、1997年入社 京都女子大学卒）、馬谷 幸恵(SE、2008年入社)

＜内容＞情報システム構築の全体の流れ・工程を説明し、その工程におけるシステムエンジニアの役割、

仕事内容について実際の事例をもとにイメージを深める。

第３回 ＩＴコンサルタントの仕事

２０２３年１２月０６日（水）１４：４５～１６：１５ E１０１教室

＜講師＞樋口 潤子(取締役、2006年中途入社 京都女子大学卒）、今井 佑(ITコンサルタント、2011年入社)

＜内容＞情報システム構築におけるITコンサルタントの役割、仕事内容について、実際の事例をもとに

理解を深める。複雑性・不確実性が高まる時代に必要となる新たな「コンサルテーション」に

ついて紹介する。

この講座では、(株)リンクレア（独立系SIer、創業53年）で現在活躍中の方々から仕事に関する“リアル”な

お話しを聞き、IT業界およびIT企業で「働く」ということについて理解を深めます。また、さまざまな年代・役

割を担う女性の働き方を知ることで、自分自身の将来「なりたい姿・キャリア」について考えるきっかけとして

ください。

講義の後には講師や若手社員との『懇談会』を予定しています。リラックスした雰囲気の中で、疑問点など質

問することができます。奮ってご参加ください。

皆さんがデータサイエンス学部で学び始めて半年が過ぎました。大学での学びが実際に社会でどう役立つのか、

どう活かされるのか、是非そのつながりを実感してください！

IT業界キャリアデザイン入門ポスター
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5 データサイエンス学部・研究所開設記念シンポジウム
令和 4年度のデータサイエンス研究所の開設，令和 5年度のデータサイエンス学部の開
設を記念し，データサイエンス学部・研究所開設記念シンポジウム「データサイエンス教
育の今，そしてこれから」を次の通り開催しました．

日時：令和 6年 2月 3日（土）13:00 ～ 17:00

場所：ホテルグランヴィア京都 3階 「源氏の間」

本シンポジウムでは，文部科学省，京都府，京都市からの来賓挨拶，滋賀大学 竹村彰通
学長からの記念講演に続き，京都女子大学におけるデータサイエンス教育・研究の現状に
ついて，連携先機関の皆様から事例発表を行いました．
「京都女子大学データサイエンス学部の教育と研究」の報告では，データサイエンス学
部 1回生から，2023年度スポーツデータサイエンスコンペティションへ参加し発表をし
た報告，総務省令和 5 年度地域デジタル基盤活用推進事業 AI 搭載スマート道路灯プロ
ジェクトの一環で静岡県裾野市にて発表をした報告が行われました．
パネルディスカッションでは「データサイエンス系の学部に何が必要か？ 何を期待す
るか？」「企業・自治体との連携のあり方」「女性データサイエンティストへの期待」「京
都女子大学データサイエンス学部への期待」等について議論していただき，データサイエ
ンス教育の今とこれからを考える機会となりました．
当日のプログラムは次の通りです．

開会挨拶
竹安 栄子（京都女子大学 学長）

来賓挨拶
藤澤 亘（文部科学省研究振興局学術基盤整備室 室長）

山下 晃正（京都府 副知事）

尾崎 学（京都市 デジタル化戦略監）

記念講演
竹村 彰通（滋賀大学 学長）

報告「京都女子大学データサイエンス学部の教育と研究」
栗原 考次（京都女子大学 データサイエンス学部長）
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